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◆６月の主な行事◆

6/2(水)～6/6(日)県春季大会

16(水)あゆみ診断テスト

23(水)演劇鑑賞３．１年

24(木)演劇鑑賞２年

29(火)授業参観３年

30(水)授業参観２年
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事
務
室
か
ら
・
・
・
毎
月
一
五
日
が
学
校
集
金
の
引
き
落
と
し
日
に
な
り
ま
す
。

四
月
の
最
終
週
、
授
業
参
観
・
学
年
懇
談

を
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の

た
め
、
学
年
ご
と

に
日
に
ち
を
分
け
、

参
観
時
間
も
十
五

分
程
度
と
し
ま
し

た
。
授
業
参
観
の

ね
ら
い
は
、
保
護

者
の
皆
様
に
少
し

で
も
学
校
の
様
子

を
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

今
回
は
、
学
級
担
任
の
授
業
を
参
観
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
担
任
が
居

心
地
の
よ
い
学
級
作
り
、
学
び
に
向
か
う
集

団
作
り
に
努
め
て
い
る
様
子
を
見
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

授
業
参
観
に
続
き
、

体
育
館
に
て
、
学
年
懇

談
を
行
い
ま
し
た
。
学

年
ス
タ
ッ
フ
の
自
己
紹

介
、
本
校
及
び
学
年
の

経
営
方
針
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

対
策
、
各
学
年
の
行
事

等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
参
加
、

駐
車
場
へ
の
御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

教
務
主
任

令
和
３
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、

中
止
と
し
、
議
案
は
、
書
面
決
議
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

五
月
十
三
日
（
木
）
付
け
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

員
か
ら
の
書
面
決
済
に
よ
り
、
全
議
案
が
議

決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を
御
報
告
い
た
し
ま
す
。

今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
変
更
も
あ
る

か
と
思
い
ま
す
が
、
本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に

御
理
解
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

役
員
の
交
代
に
つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
通

り
で
す
。
（
敬
称
略
）

○
退
会
本
部
役
員
（
役
職
は
令
和
２
年
度
）

会
長
あ
あ
あ
大
森
忠
文

副
会
長
あ
あ
中
川
麻
由
美

河
原
謙
太
郎

監
事
あ
あ
あ
篠
崎
洋
一

総
務
部
長
あ
伴
幸
子

書
記
あ
あ
あ
笠
井
剛
清

○
令
和
３
年
度
本
部
役
員

会
長
あ
あ
あ
髙
野
義
和

副
会
長
あ
あ
塩
澤
恭
子
あ
あ
金
子
か
お
り

あ
あ
あ
あ
あ
鈴
木
み
ど
り
あ
稲
葉
孝
太
郎

監
事
あ
あ
あ
岩
本
真
紀
子
あ
臼
井
由
香

書
記
あ
あ
あ
鈴
木
洋
行
あ
あ
信
田
和
幸

会
計
あ
あ
あ
福
田
利
津
子
あ
安
田
晃
一

去
る
四
月
十
三
日
、

新
入
生
を
対
象
に

上
野
町
交
番
所
長

田
邉
様
を
講
師
と

し
て
「
交
通
安
全

教
室
」
を
実
施
し

ま
し
た
。

正
し
い
自
転
車

の
乗
り
方
や
危
険

運
転
を
す
る
こ
と

に
よ
り
起
こ
り
う
る
事
故
な
ど
に
つ
い
て
の

講
話
を
い
た
だ
き
、
続
い
て
、
交
通
担
当
か

ら
通
学
路
の
危
険
箇
所
や
通
学
方
法
に
つ
い

て
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
た
生
徒
か
ら
、

「
講
話
を
聴
い
た
り
し
て
、
世
の
中
に
は
と

て
も
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
が
た
く
さ
ん
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
交
通

ル
ー
ル
を
守
っ
て
安
全
に
登
下
校
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
」
と
の
感
想
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

http://kanuma-school.ed.jp/j-higashi/
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ＰＴＡの主な活動予定
４月・入会式

５月・役員会・運営委員会

・花火大会巡視

・除草作業

７月・ＰＴＡ新聞発行

８月・奉仕作業

・除草作業

10月・しののめ祭協力

12月・ＰＴＡ新聞発行

１月 ・花市巡視

２月 ・役員推薦委員会

・新旧専門部合同会議

３月 ・ＰＴＡ新聞発行

授
業
参
観
・
学
年
懇
談

一
年
生

交
通
安
全
教
室



本
校
の
学
区
は
坂
道
が
多
く
、
特
に
自
転
車
で
の

登
下
校
は
細
心
の
注
意
が
必
要
で
す
。
今
回
の
講
話

を
よ
く
理
解
し
て
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
登

下
校
を
心
掛
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

交
通
指
導
担
当

四
月
二
八
日
、
火
災
発
生
時
の
対
応
行
動
を
目
的

に
避
難
訓
練
を
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
を
と
り
、
実
施
し
ま
し
た
。

災
害
は
時
と
場
所
を
選
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。
入
学

し
て
間
も
な
い
１
年
生
は
、
校
舎
の
配
置
も
ま
だ
十

分
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。
２
・
３
年
生
に
と
っ
て
も

ク
ラ
ス
替
え
直
後
で
教
室
環
境
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
す
。

火
災
発
生
の
際
は
、
教
室
の
窓
を
閉
め
る
こ
と
や

避
難
経
路
の
確
認
と
素
早
い
避
難
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

生
徒
た
ち
は
「
止
め
て
、
聞
い
て
、
動
く
」
と
い
う

災
害
発
生
時
の
鉄
則
を
守
り
、
避
難
し
て
い
ま
し
た
。

避
難
中
も
「
お
さ
な
い
、
か
け
な
い
、
し
ゃ
べ
ら

な
い
、
も
ど
ら
な
い
、
ち
か
よ
ら
な
い
」
を
意
識
し
、

速
や
か
に
行
動
し
て
い
ま
し
た
。
校
舎
内
で
は
体
を

低
く
し
、
移
動
す
る
生
徒
も
お
り
、
対
応
行
動
と
し

て
考
え
て
い
る
様
子
も
う
か

が
え
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
御
家

庭
で
も
「
い
ざ
」
と
い
う
と

き
に
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
話
し
合
っ
て
い
た
だ
け

る
と
幸
い
で
す
。
自
分
で
自

分
の
命
を
守
れ
る
よ
う
、
今

後
も
避
難
訓
練
を
実
施
予
定

で
す
。

安
全
教
育
担
当

本
校
で
は
五
月
に
運
動
会
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
昨
年
度
は
余
儀
な
く
中
止
と
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
生
徒
の
学
び

ど
ち
ら
も
重
要
で
す
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
運
動
会
の

実
施
に
当
た
っ
て
は
熱
中
症
対
策
も
講
じ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
り
、
運

動
会
の
内
容
を
精
選
し
「
体
育
祭
」
と
し
て
五
月
二

五
日
に
半
日
開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。

本
来
な
ら
生
徒
の
活
動
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
と

こ
ろ
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と

し
て
無
観
客
で
行
い
ま
す
。
御
理
解
・
御
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

体
育
主
任

五
月
十
四
日
（
金
）
・
十
五
日
（
土
）
に
、
令
和

３
年
度
鹿
沼
地
区
中
学
校
春
季
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
２
・
３
年
生
の
参
加
を
原
則
と
し
、
無
観
客

と
す
る
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
策
を

講
じ
て
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。
各
競
技
で
の
東
中

生
の
頑
張
る
様
子
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

団
体
戦
の
結
果
は
以
下
の
通
り
で
す
。

○
優
勝

陸
上
競
技
（
男
子
）
陸
上
競
技
（
女
子
）

野
球

サ
ッ
カ
ー

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
男
子
）

剣
道
（
男
子
）

卓
球
（
男
子
）

○
準
優
勝

弓
道
（
男
子
）

○
第
３
位

卓
球
（
女
子
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
（
女
子
）

剣
道
（
女
子
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
（
女
子
）

弓
道
（
女
子
）

こ
の
他
個
人
で
も
多
数
の
入
賞
が
あ
り
ま
し
た
。

県
大
会
は
六
月
二
日
（
水
）
か
ら
と
な
り
ま
す
。

部
活
動
担
当

中
学
校
に
は
様
々
な
テ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。

テ
ス
ト
を
実
施
す
る
目
的
は
、
生
徒
一
人
一
人
が
、

自
ら
の
課
題
を
は
っ
き
り
と
さ

せ
、
確
か
な
学
力
を
身
に
付
け

る
た
め
、
ま
た
結
果
を
教
師
が

分
析
す
る
こ
と
で
、
授
業
改
善

や
学
校
の
組
織
的
な
取
り
組
み

を
検
討
し
改
善
を
図
る
よ
う
活

用
す
る
た
め
で
す
。

各
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
で
す
。

○
あ
ゆ
み
診
断
テ
ス
ト

本
校
で
は
中
間
テ
ス
ト
、
期
末
テ
ス
ト
の
こ
と
を

あ
ゆ
み
診
断
テ
ス
ト
と
言
っ
て
い
ま
す
。
日
頃
の

授
業
で
学
ん
だ
こ
と
を
確
認
す
る
テ
ス
ト
で
、
３

日
前
か
ら
、
部
活
動
を
休
止
し
ま
す
。

○
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

中
学
３
年
生
を
対
象
と
し
、
『
全
国
的
な
児
童
生

徒
の
学
力
や
学
習
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
教
育

指
導
の
充
実
を
図
る
こ
と
』
を
目
的
に
行
い
ま
す
。

○
と
ち
ぎ
っ
子
学
習
状
況
調
査

中
学
２
年
生
対
象
の
県
版
の
学
力
調
査
で
す
。

○
標
準
学
力
検
査
Ｎ
Ｒ
Ｔ

中
学
１
年
生
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。

○
実
力
テ
ス
ト

１
、
２
年
生
は
年
２
回
。
３
年
生
は
年
７
回
実
施

し
、
進
路
選
択
の
資
料
と
し
て
活
用
し
ま
す
。

学
習
指
導
担
当
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体
育
祭
の
実
施

地
区
春
季
大
会

四
月
の
避
難
訓
練

中
学
校
の
テ
ス
ト
に
つ
い
て




